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【 『古事記』大神神社の創祭主 】 

～ 若宮社 大直禰子
お お た た ね こ

神社 ～ 
 

 

大
神
神
社
二
の
鳥
居
の
北
方
約
百
三
十
メ
ー
ト

ル
に
鎮
座
し
て
い
る
こ
の
大
直
禰
子

お

お

た

た

ね

こ

神
社
は
、
一
般

に
「
若
宮
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

ご
祭
神
は
大
直
禰
子
で
す
が
、『
日
本
書
紀
』
に
よ

る
と
、
崇
神
天
皇
が
国
に
災
い
が
多
い
こ
と
を
懸
念

さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
占
い
で
、
「
大
物
主
大
神
の

子
で
あ
る
大
直
禰
子
が
大
物
主
大
神
を
祀
る
こ
と

で
災
い
が
収
ま
る
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
大

直
禰
子
を
探
し
出
し
、
大
物
主
大
神
を
お
祀
り
す
る

と
、
災
い
が
な
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

神
社
本
殿
は
、
明
治
以
前
に
神
宮
寺
で
あ
っ
た
大

御
輪
寺
の
本
堂
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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